
幼保・小の連携のあり方を考える

－「生活教育」の視点から、「小1プロブレム」への対応を問い直す－

山田隆幸

はじめに

筆者は、小・中学校に38年間在職、その後、その経験を基に小・中・高等学校教員の養成大

学に勤務、さらに現在は、保育士養成大学に勤務というじつに幼児教育から高等教育まで関わる

という希有な経歴を持っている。この経験を活かし、研究者というより教育実践者としての目か

ら見た日本の「教育・保育」の現状と課題について問題提起をすることが自分の課題ではないか

と考えている。

このような経歴から、筆者は、「教育・保育」というくくり方に疑問を感じている。現状は

｢教育」というと「幼児教育」が抜け落ちてしまう。筆者の知る限り、各種の教育研究集会が開

かれても「幼児教育」に関わる分科会が設定されないことが多い。設定されても「子育て」といっ

た名称が冠せられ、父母を対象にすることが多い。

逆に「保育研究集会」はどうであろうか。小・中。高の関係者が参加することはまれではない

だろうか。この「教育・保育」というくくり方をしなければならないということ自体に日本の子

ども研究の課題があると考えている。

本稿では、学校間の接続・連携の問題、とりわけ幼稚園・保育園と小学校低学年のつながりに

ついて以下の4点について問題を提起してみたい｡

（1）上位校で起きている問題(1年生プロプレム・不登校・校内暴力、学級崩壊等）の対策と

して「発生予防対策」とでも言うべきことを下位校に安易に求め、また下位校もそのこと

を受け入れてしまうことはないか。

（2）その現れのひとつとして「規範意識を育てる」と言いながら、かつての「管理主義教育」

の現代版の様なことが行われていないか。

（3）「人材開発」論、「早期教育」が注目されているが十分な検討が幼児教育の現場でなされて

いるであろうか。英語教育・英会話教育、文字・漢字等の行き過ぎた早期教育、教科的指
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